
今回は 井上高志さん をご紹介

井
い の

上
う え

 高
た か

志
し

昭和25年古河市生まれ。古河第一高等
学校卒業。昭和49年、文学座附属演劇
研究所でデビュー。その後、多くの舞台
や映画、テレビドラマに出演。主な出演
作品は、舞台「そして誰もいなくなっ
た」、映画「相棒-劇場版Ⅱ-」CM「博水
社・ハイサワー」等

市出身または、ゆかりのある著名人の皆さまに「古河大使」として市の魅力を広く内外へ
紹介・PRしていただき、古河市の知名度やイメージの向上を図っています古河大使とは

生誕150周年記念の舞台
『鷹見久太郎物語』に出演決定

　鷹見泉石のひ孫で、大正時代に雑誌編集者として活躍した
鷹見久太郎の生涯を描く作品。井上さんは、久太郎の恩師で
もあり、共に編集者を務めていた、作家・国木田独

ど っ

歩
ぽ

役とし
て出演します。
日時　3月21日㈯18時30分、3月22日㈰13時
場所　野本電設工業コスモスプラザ
費用　3,000円(当日3,500円)
販売期限　3月18日㈬
問　渡辺恒久℡090-9102-4054 雄 

鷹鷹見見久久太太郎郎生生誕誕１１５５００周周年年・・古古河河市市合合併併２２００周周年年・・古古河河市市文文化化協協会会設設立立１１５５周周年年記記念念          ～街よ元気色に染まれ！ 

遊遊童童舎舎 AAcctt..3333  鷹鷹見見久久太太郎郎物物語語  
～絵雑誌「コドモノクニ」創刊者～ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

イラスト 浅野恭司（古河大使） 

  
主 催 鷹見久太郎物語上演実行委員会  
後 援 古河市・古河市教育委員会・古河市観光協会・古河市文化協会 
協 賛 古河市医師会 

協 力  鷹見本雄様・井上高志後援会・古河ケーブルテレビ オンリーユー・オフィス三井・WIT STUDIO・古河文学館 みくに演劇協会・自己批判ショー・演劇の会 MOO 古河歴史博物館・一般社団法人古河創生研究会  非営利法人茨らっきーシアター・中田公民館         劇団夢・ばんどう市民劇場・劇団つむぎ・劇団 KAZO 劇団イリス・ミュージカルかぞ 
 

問い合わせ先 0280－48－6574（渡辺） 

劇団 HP 

 国木田独歩 
 井上高志 
  （古河大使）   

【プレイガイド】 

ギンゲツ楽器 （中央町２‐１‐５ ☎２２－６６１１） 
アクツ酒店   （平和町２３‐８ ☎31‐１２９１） 
あくつ化粧品店（本町 3-2-28 ☎32-4108） セキグチ書店 （関戸１２０５‐１ ☎９８‐０８１１） ハートフルおかやす（上辺見２４６６ ☎32-7011） 丸 太 園    （東諸川７ ☎76－0103） 
  

とと  きき      令令和和８８年年３３月月 2211 日日（（土土））１１８８：：３３００開開演演  2222 日日（（日日））１１３３：：００００開開演演（（開開場場はは３３００分分前前））  ととこころろ      野野本本電電設設工工業業ココススモモススププララザザホホーールル  入入場場料料    全全席席指指定定  ＳＳ席席３３００００００  ＡＡ席席２２５５００００  ＢＢ席席２２００００００  ((当当日日５５００００増増しし))  高高校校以以下下学学生生席席    ５５００００  
前前売売りり開開始始  令令和和８８年年１１月月 1199 日日よよりり    

 

野口雨情 
渡辺裕太 
(古河大使） 

commen
t

井上さんからコメントをいただきました

　私の将来の夢は筑波宇宙センターで働くことで
す。小学5年生の時に家族と筑波宇宙センターを見
学しました。その時、働いている職員の方々がとて
も格好良く、輝いて見えました。そして私も、ここ
で働きたいという強い憧れを持ちました。私は筑波
宇宙センターで、人工衛星やロケット・輸送システ
ムの開発に関わり、より良い社会になるようにして
いきたいです。夢をかなえるため、たくさん勉強を
して大学へ入り、筑波宇宙センターで働きたいです。

筑波宇宙センターで働きたい
山本愛

あ い

実
み

さん  西牛谷小学校6年生

　鷹見久太郎は絵雑誌「コドモノクニ」を創刊し、子どもた
ちの健やかな成長を願って雑誌を作り続けた人物。舞台を通
して、市民の皆さんに久太郎の素晴らしさを伝えたいと思い
ます。古河で渡辺裕太さんと共演できるのも感慨深いです。

髙
橋
義
道
さ
ん(

66
歳
・
原
町)

美
術
の
面
白
さ
が
伝
わ
る
作
品
を

　
歴
史
あ
る
美
術
団
体
「
独
立
美
術
協
会
」
の
準
会
員
で
あ

る
髙
橋
さ
ん
。
昨
年
10
月
に
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

「
独
立
展
」
で
松ま

つ

樹き

賞
を
受
賞
。
見
る
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
独
自
の
表
現
を
追
求
し
な
が
ら
作
品
作
り
を
続

け
る
髙
橋
さ
ん
に
、
作
品
に
か
け
る
思
い
や
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

自
由
な
発
想
で
作
り
あ
げ
る
画
家

　
昔
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
自

身
に
し
か
表
現
で
き
な
い
も
の
を
追
求
し

続
け
る
髙
橋
さ
ん
。
6
年
ほ
ど
前
か
ら
は

飛
行
機
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
作
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
思
い
が
今
回
の

受
賞
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
松
樹
賞
を
受
賞
し
た
「
景
Ⅱ
」
を
は
じ

め
と
す
る
同
モ
チ
ー
フ
の
作
品
は
、
迫
力

の
あ
る
大
き
な
プ
ロ
ペ
ラ
や
大
量
に
並
ん

だ
飛
行
機
な
ど
の
立
体
物
と
、
絵
を
組
み

合
わ
せ
て
い
る
点
が
特
徴
。
塗
料
に
は
タ

ル
ク(

石
材)

や
墨
汁
な
ど
を
使
い
、
色
付

け
は
筆
で
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス

プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
を
用
い
る
こ
と
で
筆

の
跡
を
残
さ
ず
、
塗
料
に
よ
る
盛
り
上
げ

を
生
か
す
ほ
か
、
飛
行
機
の
影
に
は
網
戸

ネ
ッ
ト
を
採
用
す
る
な
ど
、
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
を
基
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
身
の
作
品
を
見
た
人
た
ち
が
「
楽
し

い
」「
面
白
い
」
と
感
じ
た
り
、
会
話
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
す
る
と
う
れ
し

い
。
自
分
に
し
か
で
き
な
い
表
現
を
探
し

て
、
納
得
が
い
く
ま
で
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
す
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
秋
に
は
、
仲
間
と
街
角
美
術
館
で

グ
ル
ー
プ
展
「
古
河
現
代
美
術
展
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
髙
橋
さ
ん
に

と
っ
て
新
作
を
発
表
す
る
場
で
も
あ
る
そ

う
で
す
。
写
真
で
は
伝
わ
り
き
ら
な
い
迫

力
と
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
に
、
今

年
の
グ
ル
ー
プ
展
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲松樹賞を受賞した「景Ⅱ」 ▲試行錯誤し作品を生み出すアトリエ

Weg2026展
(グループ展)

今後のスケジュール

期間　5月18日㈪～24日㈰
時間　11時～18時30分
(最終日は16時まで)
場所　銀座ギャラリー向日葵
(東京都中央区銀座5-9-13)
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